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McGill Center for Whole Person Careの設立

「緩和ケアで大切にしてきたことは、

全ての医療の場面で大切なことだ！」

• 全人として向き合う
• 傾聴する
• 患者が価値あると感じていることが
最も価値がある

緩和ケアの父 マギル大学バルフォア・マウント先生



素養があるか、ないかではない

例：“Compassion（コンパッション）”
→他者の苦しみを和らげたいという思い

学べる、教えられる

・どういう時にCompassionがある/ない
・どういう環境であればCompassionを感じられるか



“ああ、そうか！”体験

マインドフルにある医療実践コースでは体験重視

（Mindful Medical Practice）

『ああ、だから、自分に怒りをぶつける患者と

うまく向き合えないのか！』

『ああ、こういうことが患者さんと

向き合う助けになるのか！』



マインドフルにある医療実践コースの概要

対象：医学部２年生１８０名、必修科目

概要：全７回 （週1回 金曜午前 ２時間程度）

開始時間厳守、

１グループ：学生２０名＋教員１名

『医学部には“科学”を

勉強しに来てるんだけど！』

『傾聴!?、瞑想・・・!?』



学生が学んだことを何年も忘れないためには？

チップ・ハース、ダン・ハース著
飯岡美紀訳

（原題：Made to Stick：
Why Some Ideas Survive 
and Others Die）

①Simple （単純明快である）

②Unexpected （意外性がある）

③Concrete （具体的である）

④Credible （信頼性がある）

⑤Emotional （感情に訴える）

⑥Stories （物語性がある）



単純明快さ、意外性、具体性

① Simple
・ 単純明快な説明
・ 単純明快な問いかけ

② Uneｘpected、Surprises
・椅子の上での姿勢を変える
・立ったり、座ったりする
・いままで体験したことのないようなアクティビティ

③Concrete
・身体感覚で理解する

例：難しい患者とのやり取りでの“胸のうち”の感覚



信頼性、感情に訴える、物語

④Credible
・ 誰もが体験する納得できることを例に挙げる

例：人間の注意には限界がある

⑤Emotional
・ 感情に訴える

⑥Story
・ 具体的な物語を紹介する

例： レジデントの時に患者の母親の話を聴けなかった



言葉で説明するのではなく見せる



Class 1   注意力と深い気づき
ファシリテータガイド

(MA Aware, p73)



マギル⼤学医学部2年⽣ マインドフル
ネスメディカルプラクティスコース
•講義１︓注意⼒と深い気づき
•講義２︓コミュニケーションにおける調和のとれた態度
•講義３︓深い気づきと医療での意思決定
•講義４︓臨床的調和
•講義５︓レジリエンスの育成
•講義６︓苦悩への応答
•講義７︓臨床実習以降のマインドフルネスにある臨床的調和の実践

20⼈と1⼈の教員
ロールプレイやグループワーク

（Lecture 2 三好智子先生スライドより改変)


